
注 意 報

平成１６年８月１３日
長崎県病害虫防除所長

平成１６年度病害虫発生予察注意報第５号

大豆、野菜類 ハスモンヨトウ

大豆、野菜類のハスモンヨトウが多発しています。下記の点に留意して防除指導の徹底を

お願いします。

１．発生地域（対象地域） 県下全域

２．発生程度 多

３．注意報発令の根拠

（１）８月上旬の大豆圃場における巡回調査の結果、幼虫の寄生株率は１０.７％（平年２.１％）、発

生圃場数は１７筆中１０筆であった。

（２）８月３半旬の大豆の県予察圃場（諫早市、無防除）の調査の結果、幼虫の寄生株率は２.０％（平

年０.６％）であった。

（３）フェロモントラップ（諫早市）の誘殺量は７月５半旬以降増加し、平年並みとなった。その後減

少したが、８月２半旬以降増加傾向にある（図）。

（４）向こう１か月の気温は平年並か高い見込みであり、本虫の発生に好適である。

４．防除上注意すべき事項

（１）圃場の見回りを徹底し、白変葉が散見されるようになったら早急に防除を行う。

（２）野菜類でも同様に、被害が見られたら早急に防除を行う。

（３）幼虫は齢が進むと薬剤の効果が低下するので若齢幼虫期に防除を行う。

（４）薬剤は虫体によくかかるよう丁寧に散布する。

○病害虫防除所の発行する情報の入手は、インターネットをご利用下さい。

農林水産省の「農薬コーナー」へもリンクしています。
http://www.jppn.ne.jp/nagasaki/「防除所ホームページ」 アドレス：

○この情報に関するお問い合わせは、電話またはＥメールで
長崎県病害虫防除所 ＴＥＬ：０９５７－２６－００２７

kngs0301@sp.jppn.ne.jpＥメール：

図　ハスモンヨトウのフェロモントラップにおける誘殺状況（諫早市）
平年：Ｈ６～Ｈ１５の平均値（最大・小値除く）
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